一九三五年前後の文学賞と作家の行方――龍胆寺雄と太宰治をめぐって―― by 平 浩一
龍
胆
寺
雄
と
太
宰
治
と
い
う
一
九
三
○
～
四
○
年
代
の
近
代
文
学
に
大
き
な
痕
跡
を
残
し
た
二
人
の
作
家
。
既
存
の
文
学
史
上
で
交
点
を
結
ぶ
こ
と
は
な
（－）
か
つ
た
両
者
で
あ
る
が
、
既
に
拙
論
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
そ
の
作
風
に
は
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。
龍
胆
寺
雄
を
中
心
と
す
る
「
新
興
芸
術
派
」
は
、
文
、
、
（
２
）
学
史
上
で
「
文
壇
的
騒
立
曰
」
と
し
て
ほ
ぼ
黙
殺
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
」
の
独
自
の
手
法
を
構
築
し
、
そ
れ
が
太
宰
治
や
井
伏
鱒
二
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
文
学
史
に
新
た
な
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
の
作
風
に
共
通
点
を
持
っ
て
い
た
龍
胆
寺
雄
と
太
宰
治
は
、
近
代
文
学
が
華
々
し
い
発
展
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
一
九
三
五
（
昭
和
一
○
）
年
前
後
の
「
文
芸
復
興
」
期
、
文
学
者
と
し
て
対
照
的
な
方
向
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
。
龍
胆
寺
は
三
四
年
七
月
の
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
（
『
文
藝
』
）
発
表
を
契
機
に
、
文
壇
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
、
後
に
シ
ャ
ボ
テ
ン
研
究
家
へ
と
転
身
し
て
い
つ
（３）
た。それに対して、「虚構の春」、「狂一一一一口の神」、「創生記」といった「モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
」
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
作
品
を
、
こ
の
時
期
に
次
々
と
残
九
三
五
年
前
後
の
文
学
賞
と
作
家
の
行
方
ｌ
龍
胆
寺
雄
と
太
宰
治
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
し
た
太
宰
は
、
龍
胆
寺
が
消
え
た
「
文
芸
復
興
」
期
に
こ
そ
躍
進
を
遂
げ
、
戦
後
に
流
行
作
家
と
な
る
礎
を
築
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
対
照
的
な
行
く
末
を
、
小
説
家
と
し
て
の
「
才
能
」
や
「
個
性
」
に
還
元
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
龍
胆
寺
と
太
宰
が
、
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
」
の
命
脈
と
い
う
作
風
の
要
素
以
外
に
も
、
共
通
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
龍
胆
寺
雄
が
一
九
二
八
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
後
、
華
々
し
い
活
躍
を
し
た
き
っ
か
け
は
、
「
第
一
回
『
改
造
』
懸
賞
創
作
」
の
一
等
を
受
賞
し
、
そ
の
才
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
太
宰
が
広
く
文
壇
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
は
、
「
第
一
回
芥
川
龍
之
介
賞
」
候
補
と
な
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
を
巡
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
言
動
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
両
者
は
そ
の
作
風
だ
け
で
な
く
、
「
第
一
回
」
の
「
新
人
賞
」
と
い
う
事
柄
に
お
い
て
も
、
共
通
し
た
要
素
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
龍
胆
寺
が
実
際
に
受
賞
し
た
の
に
対
し
て
、
太
宰
は
候
補
に
な
っ
た
だ
け
で
、
受
賞
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た。
平
浩
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広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
改
造
社
は
大
正
期
末
、
社
長
・
山
本
実
彦
の
発
案
に
よ
り
「
現
代
日
本
文
学
全
集
」
を
企
画
し
、
昭
和
初
頭
の
「
円
本
ブ
ー
ム
」
の
火
付
け
役
を
担
っ
た
。
さ
ら
に
「
円
本
ブ
ー
ム
」
只
中
の
一
九
二
八
年
、
主
力
雑
誌
『
改
造
』
が
創
刊
一
○
周
年
を
む
か
え
、
ヨ
改
造
」
創
刊
十
周
年
記
念
懸
賞
創
作
」
を
企
画
す
る
。
小
説
「
放
浪
時
代
」
で
、
そ
の
第
一
等
を
受
賞
し
た
の
が
龍
胆
寺
雄
で
あ
り
、
彼
は
一
九
三
○
年
前
後
、
文
壇
の
寵
児
と
し
て
大
活
躍
し
て
い
っ
た
。
こ
の
龍
胆
寺
の
活
躍
を
受
け
、
改
造
社
は
さ
ら
に
二
つ
の
企
画
を
用
意
し
、
、
た。まず、一九一一一○年に「『改造」懸賞創作」と対になる「「改造』
、
、
懸
賞
評
論
」
を
設
け
、
第
一
等
に
宮
本
顕
治
、
第
二
等
に
小
林
秀
雄
を
選
出
す
る
。
さ
ら
に
、
「
創
刊
十
周
年
記
念
」
と
し
て
単
発
で
企
画
し
た
「
懸
賞
創
作
」
を
、
毎
年
開
催
し
て
い
く
こ
と
に
決
め
、
多
く
の
新
人
賞
の
は
し
り
と
な
っ
て
こ
う
し
た
共
通
す
る
背
景
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
龍
胆
寺
雄
は
消
え
去
り
、
太
宰
治
は
大
き
な
躍
進
を
遂
げ
た
。
こ
の
事
実
は
、
一体何を意味するのか。本論は、龍胆寺雄と太宰治、そして三改造』
懸
賞
創
作
」
と
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
と
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
一
九
三
五
年
前
後
の
「
文
芸
復
興
」
期
に
お
け
る
文
学
賞
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
検
証
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
考
察
を
通
し
て
、
昭
和
戦
前
期
に
数
多
く
創
設
さ
れ
た
華
々
し
い
新
人
賞
の
背
後
で
作
用
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
力
と
、
そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
た
作
家
の
行
方
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
た
い
。
｜、「『改造』懸賞創作」衰退の背景
（４）
い／、のであう○．
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
二
八
年
の
「
『
改
造
」
創
刊
十
周
年
記
念
懸
賞
創
作」は、近代日本文学のなかで、非常に重要な役割を果たしたとい
え
よ
う
。
ま
た
、
第
一
等
を
受
賞
し
た
龍
胆
寺
に
つ
い
て
も
、
デ
ビ
ュ
ー
三
年
目にして、『現代日本文学全集」、いわゆる「円本」に、二作品（「放
浪時代」、「アパアトの女達と僕と」）が収録されたことからも、そ
の評価の高さがうかがえる。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
五
年
前
後
の
華
々
し
い
「
文
芸
復
興
」
期
に
龍
胆
寺
は
消え去り、ほぼ時を同じくして、「「改造」懸賞創作」も衰退していっ
た
。
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
「
円
本
」
の
存
在
で
あ
る
。
一
九
三
五
年前後、近代文学が大きな発展を遂げた「文芸復興」という現象は、
「円本」の流通により、大衆に名が広まった既成作家の再躍進（と
（５）
その後の新人の登場）が契機となって勃興１」た。龍胆寺は「円本」
に収録されたにもかかわらず、「文芸復興」期に文壇の表舞台から
消え去っている。そこには、彼の作口叩が掲載された『現代日本文学
全集第六一篇』が、「円本」の中でも、特異な位置づけにあったこ
と
が
関
係
し
て
い
た
。
龍胆寺雄の作品が掲載き
れ
た「現
代日本文学
全集第
六一篇』は、
一九一一一一年四月に刊行された。しかし、「円本」は一九三○年頃か
ら、既に大量生産ｌ大量販売方式が悪循環へと陥っており、急激に
（６）
「ブーム」が終息へと向かっていた。実際に、「現代口ｕ本文学全集』
8０
刊
行
が
廃
止
と
な
っ
た
の
も
、
「
第
六
一
篇
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
三
一
年
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
一
一
二
年
は
、
龍
胆
寺
が
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
「
新
興
芸
術
派
」
が
分
裂
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
龍
胆
寺
は
「円本」にその作品が採録されたものの、「円本」も「新興芸術派」
も完全に行き詰まっていたという背景があった。
ま
た
、
時
代
背
景
だ
け
で
な
く
、
『
現
代
日
本
文
学
全
集
第
六
一
篇
」
そ
の
も
の
に
も
、
注
目
す
べ
き
要
素
が
あ
る
。
同
書
に
は
龍
胆
寺
の
他
、
十
一
谷
義
一一一郎、川端康成、池谷信三郎、中河与一の作品が収録されている。
そ
の
巻
末
に
は
「
附
録
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
に
よ
る
「
自
筆
年
譜
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
龍
胆
寺
の
「
自
筆
年
譜
」
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あった。明治
一
二
十
四
年
四
月
二
十
七
Ⅱ
父
の
任
地
で
あ
る
千
葉
県
佐
倉
町
で
生
れ
た
一
原
籍
地
ｌ
茨
城
県
霞
ヶ
浦
湖
畔
）
．
生
後
数
箇
月
で
一
家
茨
城
県
下
妻
町
に
移
転
、
こ
、
で
幸
福
な
少
年
時
代
を
過
し
た
。
父
橋
詰
孝
一
郎
は
落
合
直
文
の
門
下
で
国
文
学
者
と
し
て
教
育
界
に
識
ら
れ
、
霞
ヶ
浦
湖
畔
に
千
数
百
年
の
家
系
を
持
つ
香
取
神
社
の
社
司
の
商
。
橋
詰
は
一
族
で
部
落
を
つ
く
っ
て
居
た
土
豪
。
当
時
茨
城
県
立
下
妻
中
学
校
に
教
職
を
勤
め
た
。
母
り
く
は
越
後
南
蒲
原
郡
の
土
豪
の
山
。
樋
口
一
葉
な
ど
と
と
も
に
同
じ
く
落
合
直
文
の
門
下
で
あ
っ
た
。
当
時
に
は
め
づ
ら
し
い
恋
愛
自
由
結
婚
を
な
し
た
仲
で
あ
る
。
／
児
女
五
人
。
う
ち
男
女
二
人
欠
け
た
。
雄は一一一男。……（後略）
非
常
に
長
い
た
め
、
冒
頭
の
ご
く
一
部
の
み
を
引
用
し
た
が
、
他
の
作
家
の
「
自
筆
年
譜
」
は
、
い
た
っ
て
簡
素
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
龍
胆
寺
雄
の
も
の
だ
け
は
、
「
原
籍
地
」
や
「
家
系
」
ま
で
記
し
た
、
非
常
に
繊
密
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
異
色
さ
に
つ
い
て
は
、
保
昌
正
夫
も
「
年
譜
と
い
う
よ
り
自
己
紹
介
の
趣
の
か
な
り
に
あ
ら
わ
な
も
の
」
、
「
竜
胆
寺
の
そ
れ
は
他
の
四
人
の
も
の
に
く
ら
べ
て
き
わ
め
て
特
色
あ
る
記
述
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
。
新
興
芸
術
派
」
の
雰
囲
気
ｌ
竜
胆
寺
雄
を
中
心
に
」
「
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
一
九
六
四
・
一
○
）
。
こ
う
し
た
「
自
己
紹
介
」
の
綴
密
さ
に
加
え
、
「
落
合
直
文
」
や
「
樋
口
一
葉
」
等
、
高
名
な
文
学
者
の
名
を
わ
ざ
わ
ざ
挙
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
る
と
、
龍
胆
寺
は
、
自
身
を
「
円
本
」
の
大
衆
読
者
に
広
く
認
知
せ
し
め
よ
う
と
、
懸
命
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
龍
胆
寺
は
二
改
造
』
懸
賞
創
作
」
の
第
一
等
を
獲
得
し
て
文
壇
の
寵
児
と
な
り
、
「
円
本
」
に
登
用
さ
れ
た
も
の
の
、
大
衆
読
者
に
対
し
て
は
、
必
死
に
「
自
己
紹
介
」
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
危
う
い
知
名
度
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
先
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
年
に
は
、
「
円
本
」
自
体
が
も
は
や
斜
陽
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
龍
胆
寺
は
か
ろ
う
じ
て
「
円
本
」
に
名
を
連
ね
た
も
の
の
、
地
位
・
時
期
の
両
面
に
お
い
て
、
「
ブ
ー
ム
」
に
は
乗
り
損
ね
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
龍
胆
寺
は
大
衆
に
名
前
が
流
通
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
文
壇
で
は
、
二
改
造
』
懸
賞
創
作
」
で
注
目
を
浴
び
て
い
た
た
め
、
井
伏（７）
鱒
一
一
の
よ
う
に
「
新
進
作
家
」
と
し
て
再
登
場
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
大
衆
と
文
壇
の
狭
間
で
中
途
半
端
な
位
置
に
立
た
さ
れ
た
ま
ま
「
文
芸
復
興
」
期
を
迎
え
た
彼
は
、
ヨ
改
造
」
懸
賞
創
作
」
で
第
一
等
を
受
賞
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ｌ
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
Ｉ
既
成
作
家
と
新
進
作
家
が
大
衆
に
流
通
8１
「芥川・直木賞宣一一一口」は一九三五年一月、「文藝春秋」誌上で華々
し
く
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
掲
載
さ
れ
た
「
芥
川
龍
之
介
賞
規
定
」
の
第
一
項
で
は
、
．
、
芥
川
龍
之
介
賞
は
個
人
賞
に
し
て
広
く
各
新
聞
雑
誌
（
同
人
雑
誌
を
含
む
）
に
発
表
き
れ
た
る
無
名
若
し
く
は
新
進
作
家
の
創
作
中
最
も
優
秀
な
る
も
の
に
呈
す
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
ひ
と
つ
の
問
題
が
生
じ
る
。
授
賞
対
象
で
あ
る
「
無
名
」
、
あ
る
い
は
「
新
進
作
家
」
と
は
、
非
常
に
恐
意
的
な
基
準
で
あ
る
た
め
、
既
成
作
家
や
中
堅
作
家
と
の
間
に
、
何
（８）
ら
か
の
境
界
線
が
必
要
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
の
線
引
き
の
役
割
を
果
た
し
た
の
（９）
が
、
原
卓
史
も
指
摘
し
て
い
る
「
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド
」
と
い
う
、
ン
ス
テ
ム
であった。一九一一一五年一一一月三日の「読売新聞」には、「芥川賞のカー
し
始
め
た
「
文
芸
復
興
」
と
い
う
現
象
の
波
に
押
し
出
さ
れ
て
い
く
。
第
一
回
の
受
賞
者
で
あ
り
、
文
壇
の
寵
児
と
も
な
っ
た
龍
胆
寺
雄
で
さ
え
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
二
改
造
」
懸
賞
創
作
」
の
他
の
受
賞
者
が
「
文
芸
復
興
」
期
、
大
き
な
力
を
保
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
に
も
自
ず
と
首
肯
で
き
る
だ
る
》７ｏこ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
華
や
か
な
「
文
芸
復
興
」
期
に
「
『
改
造
」
懸
賞
創
作
」
は
、
徐
々
に
影
響
力
を
失
っ
て
い
く
。
丁
度
そ
の
折
、
一
挙
に
躍
進
を
遂げたのが二改造」懸賞創作」からも影響を受けた「芥川龍之介賞」
で
あ
っ
た
。
次
節
で
は
、
現
在
に
お
い
て
も
強
い
影
響
力
を
持
つ
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
の
創
設
・
躍
進
と
そ
の
背
景
に
注
Ⅱ
し
て
い
き
た
い
。
二、「芥川龍之介賞」と「文芸復興」
ド
階
級
」
と
い
う
小
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド
な
る
も
の
が
先
日
来
各
作
家
批
評
家
に
配
布
さ
れ
た
。
所
が
受
賞
者
は
大
体
無
名
作
家
に
限
る
と
い
ふ
規
定
が
あ
る
の
で
カ
ー
ド
受
領
者
は
当
然
無
資
格
、
反
対
に
有
名
作
家
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
や
う
な
も
の
で
、
中
に
は
こ
の
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
有
名
・
無
名
の
区
別
を
ハ
ッ
キ
リ
付
け
ら
れ
悲
喜
交
々
到
る
と
い
ふ
や
う
な
の
も
あ
り
、
改
造当選作家の大谷藤子なんぞもカードが来たらざれぱ受賞者な
ら
ん
と
人
の
噂
に
の
ぼ
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
遂
に
此
名
誉
カ
ー
ド
を
獲得するところとなったが…：．（後略）
「
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド
」
が
到
着
し
た
な
ら
ば
、
円
ず
と
推
薦
側
に
ま
わ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
時
点
で
「
新
進
作
家
」
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
、
「
芥
川賞」の候補になることの「資格」が剥奪される。ただし、「カード」
が到着するということは、「有名作家」として、他の作家の「推薦」
を
許
さ
れ
る
「
名
誉
」
が
与
え
ら
れ
た
訳
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
大
き
な
波
風
は
立
ち
に
く
い
ｌ
ｌ
そ
う
い
っ
た
巧
妙
な
シ
ス
テ
ム
が
「
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド」であった。
こ
の
よ
う
な
手
堅
い
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
設
定
さ
れ
た
「
第
一
回
芥
川
龍
之
介賞」であったが、「規定」第二項に目を移すと、「二、芥川龍之介
賞は賞牌（時計）を以てし別に副賞として金五百円也を贈呈す」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
二
改
造
」
懸
賞
創
作
」
の
賞
金
は
、
第
一
等
が
一
五
○
○
円
、
第
二
等
が
七
五
○
円
で
あ
っ
た
。
第
二
等
で
さ
え
、
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
の
賞
金
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
「
芥
川
龍
之
介
8２
賞
」
の
方
が
、
圧
倒
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
を
、
「文芸復興」という時代背景に求めることができる。
’
九
三
五
年
前
後
の
「
文
芸
復
興
」
は
、
近
代
文
学
の
「
一
つ
の
分
水
嶺
」
で
あ
り
、
「
昭
和
文
学
が
豊
饒
な
開
花
と
、
成
熟
を
示
し
た
収
穫
期
」
で
あ
つ
（、）
た。実際にこの時期には、「芥川龍之介賞」、「直木一二十五賞」（’九
三五年）だけでなく、「一一一田文学賞」（一九一一一五年）、「文芸懇話会賞」
（一九三五年）、「文学界賞」（一九一一一六年）、「池谷信一一一郎賞」（一九
一一一六年）、「透谷文学賞」（一九三七年）等、数多くの文学賞が創設
（Ⅱ）
さ
れ
て
い
っ
た
。
拙
發
、
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
「
文
芸
復
興
」
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
企
図
に
よ
っ
て
生
成
し
た
現
象
で
あ
り
、
こ
れ
ら
多
く
の
文
学
賞
の
創
設
か
ら
も
、
雑
誌
媒
体
が
、
独
自
に
作
家
を
発
掘
・
育
生
・
販
売
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
直
線
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
大
き
な
潮
流
に
乗
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
文
芸
復
興
」
の
只
中
に
設
定
き
れ
た
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
は
、
そ
の
七
年
前
に
設
定
さ
れ
、
「
円
本
ブ
ー
ム
」
の
衰
退
の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
、
目
新
し
さ
も
失
っ
た
ヨ
改
造
』
懸
賞
創
作
」
に
比
べ
、
は
る
か
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
っ
た
と
い
う
推
察
が
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
こ
と
は
そ
う
簡
単
に
片
付
か
な
い
。
「
文
芸
復
興
」
と
い
う
現
象
は
、
も
と
も
と
「
純
文
学
の
更
生
」
と
呼
ば
れ
た
既
成
作
家
の
復
活
を
、
華
々
し
い
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
訳
語
へ
と
変
え
た
こ
と
か
ら
生
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
一
九
三
三
～
一
一
一
四
年
初
頭
の
「
文
芸
復
興
」
生
成
期
の
時
点
で
は
、
既
成
作
家
の
復
活
ば
か
り
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に
比
べ
、
新
進
作
家
の
活
躍
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
そ
こ
に
批
判
が
集
中
し
て
い
た
。
・
新
進
作
家
の
無
気
力
を
鼓
舞
す
る
か
の
や
う
に
、
嘗
て
喝
采
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
既
成
作
家
が
、
休
養
し
た
元
気
を
も
っ
て
次
々
と
へ
ビ
ー
を
か
け
て
き
た
や
う
で
あ
る
。
僕
等
が
中
学
の
上
級
生
の
頃
お
目
に
か
か
っ
た
き
り
で
、
そ
の
後
と
ん
と
消
息
も
な
か
っ
た
や
う
な
作
家
ま
で
御
出
場
だ
。
そ
こ
で
既
成
作
家
の
復
帰
と
い
ふ
こ
と
が
先
づ
本
年
度
文
壇
の
一
つ
の
事
象
と
し
て
叫
ば
れ
た
。
新
進
作
家
が
行
づ
ま
っ
て
そ
の
作
品
に
見
る
べ
き
も
の
な
し
と
す
れ
ば
、
永
年
修
行
を
つ
ん
で
き
た
既
成
作
家
の
方
が
幾
分
で
も
ま
し
な
作
品
が
書
け
る
と
恩
は
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
（
深
田
久
弥「本年度文壇の回顧」『文藝』一九一一一一一一・一一）
・この年（一九三一一一年１１引用者注）の文壇の目ざましい現象と
し
て
は
、
純
文
芸
雑
誌
の
続
出
と
云
ふ
事
実
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
雑
誌
の
内
容
を
見
て
も
、
何
か
こ
の
新
ら
し
い
純
文
学
の
胎
動
が
そ
こ
に
こ
も
っ
て
ゐ
る
と
は
老
へ
ら
れ
な
い
。
（
中
略
）
そ
の
内
実
を
見
る
と
、
真
に
新
人
と
し
て
現
は
れ
て
来
て
、
お
の
れ
を
輝
か
し
た
も
の
は
殆
ん
ど
無
い
と
云
っ
て
い
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
反
対
に
、
谷
崎
、
佐
藤
、
秋
声
、
白
鳥
、
宇
野
、
広
津
な
ど
の
『
旧
人
』
が
、
そ
れ
ぐ
の
在
来
の
文
学
的
方
向
に
お
い
て
、
或
は
讃
美
さ
れ
、
或
は
復
活
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
謂
ゆ
る
純
文
学
の
気
運
な
る
も
の
が
未
だ
新
ら
し
い
胎
盤
の
な
か
に
力
強
く
う
ご
め
い
て
ゐ
な
い
証
拠
で
は
あ
る
ま
い
か
？
（
青
野
季
吉
「本年文壇の総括的観」『行動』一九一二一二・一二）
・
新
ら
し
い
文
学
運
動
の
提
唱
も
な
く
、
有
力
な
新
人
も
現
は
れ
ず
、
文
学
8３
運
動
の
中
心
を
形
造
る
や
う
な
、
文
学
団
体
の
新
ら
し
き
結
成
も
な
く
、
そ
れ
な
ら
何
を
目
し
て
文
学
の
復
興
と
言
ふ
の
か
？
（
中
略
）
新
し
い
文
学
の
方
向
を
暗
示
す
る
や
う
な
萌
芽
だ
と
か
、
新
境
地
を
打
開
す
る
や
う
な意気込みだとか、情熱など、ちっとも感じられない。（中略）
新
春
文
芸
界
を
一
瞥
し
て
も
、
量
に
於
い
て
は
賑
か
だ
と
言
へ
る
と
恩
ふ
が
ｌ
そ
の
点
で
は
、
文
学
復
興
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
文
学
そ
の
も
の
、
機
運
な
り
、
新
し
い
運
動
を
期
待
す
る
人
々
に
取
っ
て
は
、
旧
態
依
然
た
る
も
の
と
い
ふ
よ
り
ほ
か
は
な
く
、
そ
の
点
で
嫌
り
な
い
。
（
中
村
武
羅
夫
「
果
し
て
文
学
復
興
か
ｌ
新
春
の
文
芸
界
を
見
て
」
「
行
動
」
一九三四・二）
二
月
も
二
月
も
、
新
人
の
力
作
が
少
し
現
れ
た
だ
け
で
、
そ
れ
も
新
し
さ
が
な
く
、
そ
の
他
は
つ
か
ま
へ
ど
こ
ろ
な
く
、
な
に
が
「
文
芸
復
興
」
の
春
か
、
作
品
だ
け
で
は
さ
っ
ぱ
り
分
ら
な
い
。
こ
ん
な
既
成
作
家
の
た
わ
い
な
さ
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
新
人
も
、
ま
た
驚
く
べ
き
も
の
だ。（川端康成「文芸時評」『読売新聞』一九一一一四・二・一、一一、
四、六）
こ
れ
ら
の
言
説
を
見
渡
す
と
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
、
「
芥
川
賞
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
人
賞
が
次
々
と
創
設
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
新
進
作
家
」
不
在
の
問
題
が
、
翌
三
四
年
中
頃
か
ら
、
急
激
に
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
「
文
芸
復
興
」
の
時
流
に
乗
っ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
行
動
』
の
同
年
二
月
「
編
輯
後
記
」
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
年
は
一
層
馬
力
を
か
け
文
学
の
た
め
に
尽
し
た
い
心
算
で
あ
り
、
新
文
学
作
家
た
ち
の
完
成
や
強
力
な
新
人
の
誕
生
を
助
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
今
積
雪
の
し
た
に
う
づ
も
れ
て
ゐ
る
膨
群
と
し
た
新
気
運
が
、
春
の
万
象
と
一
緒
に
押
へ
る
こ
と
の
出
来
な
い
繁
茂
へ
の
意
慾
に
よ
っ
て
具
象
化
さ
れるのを切に期待してゐる。（「編輯後記」「行動」一九三四・一一）
こ
う
し
た
「
心
算
」
は
、
そ
の
直
後
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
き
、
三
四
年
中
頃
か
ら
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
新
人
の
登
用
が
急
激
に
増
加
し
始
め
、
今
度
は
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
相
次
ぐ
。
・
現
在
の
文
壇
ほ
ど
、
新
人
を
要
求
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
従
来
に
そ
の
例
を
見なかったところだと恩ふし、また、現在の文壇ほど、新人が、
そ
の
頭
角
を
現
は
す
の
に
、
都
合
の
好
い
条
件
を
具
備
し
て
ゐ
る
時
代
は、日本の文壇の歴史に、曾ってなかったところだと恩ふ。（Ｘ
ＹＺ「スポットライト」『新潮』一九三四・五）
・
同
人
雑
誌
の
発
行
は
自
由
だ
し
、
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
、
批
評
家
も
、
新
人
を
求
め
て
ゐ
る
し
、
現
在
く
ら
ゐ
新
人
が
出
現
す
る
の
に
、
便
利
な
時
代
は
少
な
い
や
う
に
恩
へ
る
。
創
作
に
志
が
あ
り
、
才
能
が
あ
る
者
な
ら
、
い
つ
で
も
文
芸
界
に
台
頭
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
や
う
に
思
へ
る
。
（ＸＹＺ「スポットライト」『新潮』一九三四・七）
（旧）
こ
の
正
反
対
の
状
況
へ
と
移
行
す
る
狭
間
に
、
何
が
あ
っ
た
と
い
う
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
側
も
慈
善
事
業
で
は
な
い
た
め
、
先
に
引
用
し
た
「
行
動
』
の
「
編
輯
後
記
」
の
字
義
通
り
、
「
新
人
の
誕
生
を
助
け
た
い
」
8４
と
い
う
一
心
で
、
「
新
進
作
家
」
を
急
に
登
用
し
始
め
た
筈
も
あ
る
ま
い
。
実
は
、
「
新
進
作
家
」
の
急
激
な
登
用
に
は
、
「
文
芸
復
興
」
の
華
々
し
い
気
運のなか、『文藝』、「行動』、『文学界」等、新たな文芸雑誌の創刊
が
相
次
ぎ
、
そ
の
結
果
、
既
成
作
家
の
争
奪
戦
が
加
熱
し
た
た
め
、
既
成
作
家
の
稿
料
高
騰
に
出
版
社
側
が
追
い
つ
か
な
く
な
る
と
い
う
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
、
、
、
側の経済事情が、深く関係していた。杉山平助は一九一一一囚年の文壇
を
総
括
し
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
昨
年
末
よ
り
「
文
藝
」
「
文
学
界
」
「
行
動
」
等
の
新
文
芸
雑
誌
の
続
出
を
見
る
に
至
っ
た
が
、
こ
れ
等
の
諸
雑
誌
は
－
せ
い
に
そ
の
稿
料
を
低
減
化
せ
る
た
め
に
、
す
で
に
当
初
よ
り
既
成
熟
練
作
家
を
吸
収
す
る
に
困
難
な
立
場
に
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
て
ゐ
た
。
／
こ
の
間
隙
を
み
た
す
べ
く
、
新
人
の
登
場
が
活
溌
と
な
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
こ
の
機
運
が
も
た
ら
し
た
唯
一
の
光
明
面
と
認
む
く
き
で
あ
っ
た
。
即
ち
昭
和
九
年
の
日
本
文
壇
の
一
切
の
待
望
は
、
新
人
の
み
に
か
け
ら
れ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
な
い
……（後略）（杉山平助「昭和九年日本文学摘要」『一九一一一五
年
版
中
央
公
論
年
報
』
一
九
三
五
・
一
、
中
央
公
論
社
）
一九三一一一年後半から始まった「文芸復興」という現象は、当初、
「
新
進
作
家
」
が
登
場
し
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
既
成
熟
練
作
家
」
の
「
稿
料
」
高
騰
に
よ
っ
て
、
三
四
年
半
ば
か
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
費
用
を
「
低
減
化
せ
る
た
め
」
、
急
激
に
「
新
人
」
の
需
要
が
高
ま
る
と
、
、
、
、
、
い
う
、
新
た
な
季
節
が
到
来
し
た
。
そ
し
て
、
右
の
杉
山
平
助
の
指
摘
が
為
さ
れた一九一一一五年一月、「芥川龍之介賞」「直木三十五賞」の創設が正
式
に
発
表
さ
れ
る
。
やや先取りして一一一一口うならば、「芥川龍之介賞」は、単に「文芸復興」
の
中
で
創
設
さ
れ
た
か
ら
と
い
う
単
線
的
な
理
由
で
は
な
く
、
既
成
作
家
の
復
活から始まった「文芸復興」が、「新人の登場が活発」になるという、
新
た
な
季
節
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
創
設
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
よ
り
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
太宰治は、一九一一一三年に筆名を定め、「新進作家」としてデビュー
し
た
。
彼
も
「
文
芸
復
興
」
の
潮
流
が
、
三
四
年
頃
か
ら
微
妙
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
い
ち
早
く
察
知
し
て
い
た
。
い
ま
川
本
で
は
、
文
芸
復
興
と
か
い
ふ
訳
の
わ
か
ら
ぬ
言
葉
が
声
高
く
叫
ば
れ
て
ゐ
て
、
い
ち
ま
い
五
十
銭
の
稿
料
で
も
っ
て
新
作
家
を
捜
し
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
こ
の
男
も
ま
た
、
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
と
ば
か
り
に
原
稿用紙に向った、とたんに彼は書けなくなってゐたといふ。（太
宰治「猿面冠者」『鶴」一九三四・七）
三
四
年
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
小
説
が
「
書
け
な
く
な
く
な
」
る
こ
と
を
「
書
く
」
と
い
う
、
こ
の
時
期
の
太
宰
の
特
性
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
流
を
敏
感
に
察
知
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
「
い
ち
ま
い
五
十
銭
」
と
い
う
安
価
な
稿
料
で
「
新
作
家
」
を
捜
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
、
作
品
内
に
明
確
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
太
宰
は
こ
の
翌
年
、
「
第
一回芥川賞」の候補にのし上がり、それをきっかけに、「新進作家」
と
し
て
飛
躍
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
時
流
の
な
か
へ
文
学
者
を
据
え
直
し
た
と
き
、
8５
個
々
の
作
家
の
「
個
性
」
や
「
才
能
」
だ
け
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
、
時
代
の
流
れ
の
変
化
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
事
情
に
よ
っ
て
重
層
的
に
構
成
さ
れ
た
文
学
状
況
が
も
た
ら
す
作
家
へ
の
影
響
が
、
徐
々
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
く
。
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
は
、
「
文
芸
復
興
」
が
既
成
作
家
復
活
か
ら
新
人
作
家
発
掘
へ
と
方
向
転
換
し
て
い
く
只
中
に
設
定
さ
れ
、
そ
の
潮
流
の
な
か
で
強
い
権
威
と
影
響
力
を
持
っ
て
い
っ
た
。
対
し
て
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
ヨ
改
造
』
懸
賞
創
作
」
は
、
数
多
く
の
新
人
賞
の
先
駆
け
と
な
り
な
が
ら
も
、
「
円
本
ブ
ー
ム
」
が
終
焉
を
迎
え
、
「
純
文
学
飢
餓
」
の
声
ま
で
あ
が
っ
て
い
く
二
八
年
に
設
定
さ
れ
、
既
成
作
家
ば
か
り
が
雑
誌
媒
体
に
登
用
さ
れ
る
流
れ
の
中
で
、
龍
胆
寺
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
受
賞
作
家
は
長
く
活
躍
で
き
ず
、
高
い
賞
金
の
割
に
、
さ
ほ
ど
強
い
権
威
と
影
響
力
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ｌ
こ
こ
で
再
度
、
龍
胆
寺
雄
に
注
月
し
て
み
よ
う
。
彼
は
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
発
表
し
た
実
名
小
説
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
を
上
手
に
泳
い
だ
と
、
俺
を
評
す
る
奴
が
あ
る
だ
ら
う
か
？
（
中
略
）
こ
れ
で
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
を
泳
げ
た
ら
不
思
議
だ
。
こ
ん
なことは、むろんのこと俺の自慢ぢやない。（中略）皮肉にも、
伝
統
に
叛
逆
し
て
巷
に
飛
び
だ
し
た
俺
は
、
こ
、
で
は
反
対
に
、
伝
統
の
強
圧
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
、
孤
独
な
影
法
師
を
曳
い
て
わ
び
し
く
た
、
づ
ん
で
ゐ
る
仕
末
だ
。
／
Ｍ
・
子
。
こ
れ
が
俺
の
姿
だ
。
実
際
に
「
ジ
ャ
ァ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
龍
胆
寺
雄
は
「
遺
書
」
と
い
う
名
の
と
お
り
、
こ
の
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
発
表
を
き
っ
か
け
に
、
文
壇
の
表
舞
台
か
ら
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。
二
改
造
』
懸
賞
創
作
」
第
一
回
受
賞者の龍胆寺雄は、ジャーナリズムに翻弄されながら、「文芸復興」
期
に
お
い
て
、
太
宰
治
と
は
対
照
的
な
末
路
を
辿
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
龍
胆
寺
の
実
質
上
の
遺
作
で
あ
る
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
は
、
彼
の
意
図
し
な
い
と
こ
ろ
で
、
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
に
影
響
を
与
え
て
い
く
。
ここに、「芥川龍之介賞」の黎明と「『改造」懸賞創作」の衰退との、
意外な交点が浮かび上がっていく。
｜｜｜、「「改造」懸賞創作」と「芥川龍之介賞」との交点
龍
胆
寺
雄
が
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
を
発
表
し
、
文
壇
の
表
舞
台
か
ら
去
っ
ていったのは、一九三四年七月のことであった。「実名小説」や「曝
露小説」といったセンセーショナルな要素が問題となったのだが、
な
か
で
も
、
菊
池
寛
と
文
藝
春
秋
社
へ
の
「
党
派
批
判
」
は
苛
烈
で
あ
っ
た
。
俺
は
菊
池
寛
氏
の
文
壇
系
閥
を
ひ
く
文
藝
春
秋
社
全
体
の
、
甚
だ
し
い
敵
意と反感との対象に、だしぬけに立たされてしまったのだ。（中
略
）
文
藝
春
秋
社
が
、
そ
の
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
機
関
を
通
し
て
、
潮
笑
、
罵
倒
、
あ
げ
足
と
り
、
悪
口
、
と
一
斉
射
撃
の
矢
を
俺
に向けた。（中略）文藝春秋といふ、文壇を縦断するやうな大
き
な
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
権
威
が
、
菊
池
寛
氏
の
さ
う
い
ふ
個
人
的
感
情
の
も
と
に
、
仮
り
に
統
率
さ
れ
て
、
し
か
も
水
も
漏
ら
さ
ぬ
整
然
た
る
陣
うぷ・っぶ
容で、一人の、何》）とにもまだ無心な、生々しい作家を抹殺埋
葬
し
よ
う
と
す
る
な
ん
て
！
8６
実
は
、
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
三
四
年
七
月
は
、
菊
池
寛
や
文
藝
春
秋
社
に
と
っ
て
、
「
党
派
」
の
問
題
に
対
し
、
過
敏
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
約
半
年
前
の
一
九
三
四
年
二
月
、
菊
池
寛
は
『
文
藝
春
秋
」
の
「
直
木
三
十
五
追
悼
」
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
池
谷
、
佐
々
木
、
直
木
な
ど
、
親
し
い
連
中
が
相
次
い
で
死
ん
だ
。
身
辺
う
た
、
荒
涼
た
る
恩
ひ
で
あ
る
。
直
木
を
紀
念
す
る
た
め
に
、
社
で
直
木
賞
金
と
云
ふ
や
う
な
も
の
を
制
定
し
、
大
衆
文
芸
の
新
進
作
家
に
賭
ら
う
か
と
思
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
芥
川
賞
金
と
云
ふ
も
の
を
制
定
し
、
純
文
芸
の
新
進
作
家
に
賭
ら
う
か
と
思
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
賞
金
に
依
っ
て
、
亡
友
を
紀
念
す
る
と
云
ふ
意
味
よ
り
も
、
芥
川
直
木
を
失
っ
た
本
誌
の
賑
や
か
し
に
亡
友
の
名
前
を
使
は
う
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
このように、正式に「芥川實・直木賞宣一一一一口」が掲載される一年前、
菊
池
寛
は
既
に
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
、
「
直
木
三
十
五
賞
」
の
設
定
を
「
文
藝
春
秋
」
誌
上
で
表
明
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
の
文
藝
春
秋
社
に
対
す
る
「
党
派
批
判
」
は
、
「
芥
川
賞
・
直
木
賞
」
が
ま
さ
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
最
中
に
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（Ｂ）
文
藝
春
秋
社
は
「
芥
川
賞
・
直
木
賞
」
設
定
を
見
越
し
、
龍
胆
寺
か
ら
受
け
た
批
判
に
対
し
て
、
直
ち
に
確
実
な
対
応
を
為
し
て
い
る
。
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
、
、
、
書
」
発
表
の
翌
月
、
「
文
藝
春
秋
」
の
姉
妹
誌
で
あ
る
文
藝
春
秋
社
刊
行
『
文
藝通信』（一九三四・八）において、すぐさま「文壇の党派に就て」
と
い
う
特
集
を
組
み
、
様
々
な
編
集
者
・
作
家
・
批
評
家
か
ら
、
「
文
壇
党
派
」
に
関
す
る
意
見
を
集
め
て
い
っ
た
の
だ
。
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
代
表
者
が
回
答
し
た
内
容
の
一
部
を
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
『
新
潮
』
か
ら
は
楢
崎
勤
が
回
答
し
、
「
私
も
時
た
ま
耳
に
し
な
い
こ
とはない。ゴシップ記事として見かけたことはある」ものの、「あ
た
か
も
、
政
友
会
、
民
政
党
国
民
同
盟
と
云
ふ
や
う
な
主
義
主
張
を
も
つ
政
党
と連関させてみられることは滑稽事ではないだらうか」として、「龍
胆
寺
君
に
「
反
省
」
と
い
ふ
言
葉
を
呈
し
た
い
。
私
自
身
も
、
龍
胆
寺
君
の
「Ｍ・子への遺書」を読んで、反省すべきところは反省してゐるが」
と締めくくっている（「文壇の「公器」」）。『文学界』からは武田鱗
太
郎
が
回
答
し
、
「
党
派
か
ら
生
じ
る
弊
害
に
つ
い
て
は
、
更
に
何
も
忠
ひ
浮
かばない」と述べ（「遊び仲間」）、『中央公論」からは佐藤観次郎が
「
今
日
で
は
殆
ん
ど
そ
の
傾
向
は
見
当
ら
な
い
や
う
に
恩
ふ
」
と
し
て
い
る
（「文壇に党派無し」）。「改造」からは水島治男が、「党派によって文
壇
に
進
出
し
得
る
と
考
へ
る
の
は
、
全
く
誤
り
で
あ
る
」
と
し
（
「
文
壇
よ
邇
進せよ」）、最後に『文藝春秋」から齋藤龍太郎が「よしんば、さう
い
ふ
集
団
な
り
社
会
な
り
が
、
文
壇
に
存
在
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
交
友
的
集
団
、
社
交
的
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
以
上
に
は
、
大
し
た
意
味
を
も
た
な
い
も
の
だ
と
恩
ひ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
無
駄
な
監
視
」
）
。
こ
う
し
た
各
メ
デ
ィ
ア
の
代
表
者
の
意
見
に
加
え
、
「
文
壇
に
党
派
あ
り
や
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
実
に
二
五
名
の
文
学
者
・
編
集
者
か
ら
取
り
寄
せ
、
そ
の
回
答
も
一
覧
表
に
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
既に活躍している編集者・作家・批評家が、「文壇の党派に就て」
8７
と
い
う
特
集
に
お
い
て
、
「
党
派
」
に
よ
る
利
害
関
係
の
存
在
を
全
面
肯
定
す
る
こ
と
は
、
常
識
的
に
考
え
て
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
右
の
回
答
例
を
見
れ
ば
一目瞭然であるが、各論者は足並みを揃えて、「利害関係が生じる
ような党派は無い」としながらも、「文壇にいっそう「公平」さを
築くよう努力する」という旨の文章を寄稿していった。
こ
う
し
て
「
文
藝
通
信
』
で
地
盤
を
固
め
、
い
よ
い
よ
一
九
三
五
年
一
月
、
「文藝春秋』誌上で、正式に「芥川龍之介賞・直木一二十五賞宣言」
、
、
、
、
、
、
、
が発表される。そ一」でも、菊池はわざわざ「審査は絶対公平」とい
う太字の見出しを付け、「社で責任を持って、その人の進展を応援
す
る
筈
で
あ
る
。
審
査
は
絶
対
に
公
平
に
し
て
、
二
つ
の
賞
金
に
依
っ
て
、
有
為なる作家が、世に出ることを期待してゐる」と記している。
ところが、こうした巧みな対応があったにもかかわらず、「Ｍ・
子
へ
の
遺
書
」
に
お
け
る
文
藝
春
秋
社
へ
の
「
党
派
批
判
」
は
、
予
想
以
上
に
騒動が大きくなっていた。「芥川龍之介賞・直木三十五賞宣一一一一口」前
後も、プロレタリア文学者を中心に、主に変名・匿名を用いて、「公
平
」
性
を
疑
う
記
事
が
、
次
々
と
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
・文壇に党派があるかないかといふ詮議が、例の龍胆寺の投げた
一
石
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
に
ぶ
す
ぶ
す
と
煉
っ
た
。
／
そ
れ
と
こ
れ
と
は
違
ふが、川端康成は文壇にも垣がある（朝日新聞）と、澄した顔
で
説
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
聞
き
ず
て
に
な
ら
ぬ
言
葉
だ
。
（
中
略
）
そ
の
垣
が
文
学
を
推
し
進
め
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
た
文
学
に
と
っ
て
、
お
そ
る
べ
き
桂
桔
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
（
金
剛
登
「
壁
評
論
文
壇
に垣ありや」『読売新聞』一九三四・一○・一四）
マ
マ
・「Ｍ子への遣聿白」は所謂文壇の内幕をあばき、私行を改め、代
、
作横行を暴露し、其々の作家を本名で槍玉にあげた一」とで、文
、
、
、
、
、
、
、
、
、
学
的
意
味
で
は
な
く
、
文
壇
的
意
味
に
お
い
て
物
議
を
か
も
し
た
の
で
あ
っ
た
。
／
或
る
作
家
、
編
輯
者
は
こ
の
作
に
対
し
て
公
に
龍
胆
寺
に
挑
戦
を
し
た
り
、
雑
誌
の
六
号
記
事
は
ど
れ
も
其
に
ふ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
が、この作品は、文壇清掃の初歩的な爆弾的効果をもはたさず、
謂
は
Ｆ
作
者
一
人
の
損
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
形
で
終
っ
た
。
（
中
條
百
合
子
「
一
九
三
四
年
度
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
動
向
」
「
文
学
評
論
』
一九三四・一一一、傍点Ⅱ原文）
マ
．なんと云っても、『文藝』七月号に発表された龍胆寺雄の『Ｍ
マ子へ
の
遺
書
』
が
大
き
な
渦
を
文
壇
の
内
部
に
捲
き
起
し
た
出
来
事
を
挙
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
（
中
略
）
文
壇
内
部
朋
党
関
係
、
裏
面
的
私
行
、
代
作
等
々
が
曝
露
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
し
て
、
問
題
は
起
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
反
響
は
主
と
し
て
匿
名
批
評
の
形
で
現
れ
、
作
者
が
被
害
妄
想
狂
で
あ
る
と
か
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
盛
ん
に
云
は
れ
た
。
作
者
自
身
も
、
そ
の
う
ち
に
、
腰
が
砕
け
て
問
題
の
真
相
は
は
っ
き
り
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
要
は
描
か
れ
た
事
実
が
本
当
の
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
、
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
關
明
き
れ
な
い
ま
ま
で
う
や
む
や
に
終
った。（匿名『一九一一一五年版改造年鑑』一九一二五・一、改造社）
・
文
藝
春
秋
社
で
、
大
衆
文
学
と
純
文
学
と
に
、
直
木
賞
と
、
芥
川
賞
と
を
出
す
こ
と
に
し
た
の
は
、
甚
だ
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
受
賞
者
8８
四
、
「
第
一
回
芥
川
龍
之
介
賞
」
発
表
と
そ
の
後
の
展
開
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
に
お
け
る
「
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド
」
制
度
は
、
二
重
の
意
味
で
の
「
公
平
」
性
を
形
成
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
自
体
に
よ
っ
て
、
実
際
に
多
く
の
第
三
者
の
「
推
薦
」
を
取
り
入
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
「
前
後
二
回
に
わ
た
り
て
文
壇
各
方
面
へ
百
数
十
通
封
書
を
も
っ
て
本
年
上
半
期
の
新
進
、
無
名
作
家
の
作
品
の
推
薦
を
求
む
」
（
「
芥
川
賞
錘
衡
経
緯
」
「
文
藝
春
秋
」
’
九
三
五
・
九
）
等
々
、
積
極
的
に
こ
の
「
カ
ー
ド
」
シ
ス
テ
ム
の
存
在
自
体
を
前
面
に
押
し
出
し
、
審
査
が
「
公
平
」
で
あ
る
旨
を
、
し
っ
か
り
と
対
外
的
に
広
め
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
回
授
賞
者
発
表
時
に
も
、
「
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
た
作
家
を
、
わ
ざ
わ
ざ
一
覧
表
に
ま
で
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
「
公
平
」
性
は
着
々
と
形
成
・
報
道
さ
れ
、
栄
え
あ
る
第
一
回
の
選
定
は
、
い
く
ら
公
平
を
期
す
る
つ
も
り
で
も
、
す
べ
て
の
組
織
が
、
文
藝
春
秋
社
の
系
統
に
偏
し
て
ゐ
る
以
上
、
な
か
な
か
「
公
平
」
な
ど
、
い
ふ
こ
と
は
、
期
待
出
来
な
い
し
、
ま
た
、
期
待
す
べ
き
で
な
い
。
（
Ｘ
ＹＺ「スポットライト」「新潮」一九三五・二）
こ
の
よ
う
に
、
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
を
発
端
と
し
な
が
ら
、
徐
々
に
「
芥
川
賞
・
直
木
賞
」
に
ま
で
向
け
ら
れ
て
い
く
「
公
平
」
性
に
関
す
る
強
い
疑
い
の
眼
差
し
に
対
し
て
、
文
藝
春
秋
社
は
さ
ら
な
る
対
抗
策
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
第
二
節
で
も
触
れ
た
「
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド
」
制
度
で
あ
っ
た。
授
賞
者
に
は
、
実
際
に
ほ
ぼ
無
名
で
あ
っ
た
石
川
達
三
が
選
出
さ
れ
る
。
授
賞
者を発表した後も、石川の「無名」性は前景化され、『文藝春秋』
誌
上
で
、
次
の
よ
う
な
選
評
が
次
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
く
。
・芥川賞直木賞も、別項発表の通、確定した。芥川賞の石川君は、
先づ無難だと思ってゐる。（中略）石川君は審査員は、誰も知
ら
な
い
人
で
あ
る
。
（
中
略
）
芥
川
賞
の
選
定
に
対
す
る
評
判
は
、
町
な
り
い
、
。
我
々
、
審
査
員
も
満
足
で
あ
る
。
我
々
委
員
は
、
誰
も
、
殊
文
学
に
関
す
る
限
に
於
て
は
、
皆
公
平
無
私
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
頂
き
た
い。（菊池寛「話の屑籠」『文藝春秋』一九三五・九）
・
委
員
会
の
当
初
で
は
坪
田
譲
治
、
島
木
健
作
、
真
船
豊
氏
等
が
問
題
に
な
っ
て
ゐ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
人
々
は
已
に
一
般
の
観
賞
の
的
と
な
る
舞
台
に
そ
の
作
品
を
発
表
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
で
は
な
い
か
と
い
ふ
事
に
な
っ
た
。
範
囲
は
か
く
し
て
、
ず
っ
と
狭
め
ら
れ
た
。
（
中
略
）
委
員
の
誰
一
人
と
し
て
石
川
達
三
氏
に
一
面
識
だ
も
な
か
っ
た
事は、何か浄らかな感じがした。（佐佐木茂索「芥川賞錐衡経
緯」「文藝春秋」一九三五・九）
こ
の
よ
う
な
選
評
を
受
け
て
、
「
文
藝
春
秋
」
以
外
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
お
いても、「芥川賞」の「無名」性と「公平」性が記事にされ、徐々
に
そ
れ
が
共
通
理
解
と
な
っ
て
い
く
。
・石川氏は全くの無名の新人であるが、「蒼眠」は同人雑誌「星
座
」
の
初
号
を
飾
っ
た
百
五
十
枚
の
力
作
で
神
戸
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
収
容
所
の
生
活
を
描
い
た
も
の
で
社
会
小
説
と
し
て
の
要
素
も
備
へ
て
を
り
、
8９
全
体
と
し
て
作
家
の
眼
が
な
か
ノ
ー
の
透
徹
し
た
社
会
意
識
を
も
っ
た
も
のである。（「最初の〃芥川賞〃無名作家へ」『読売新聞」’九
三五・八・’一）
・
衆
目
の
見
る
と
こ
ろ
今
度
の
選
は
公
平
で
、
こ
の
こ
と
は
、
芥
川
實
の
将
来
の
た
め
に
も
祝
福
す
べ
き
こ
と
だ
と
お
も
ふ
。
（
浅
見
淵
「
文
芸
時
評
」
『文藝首都」一九三五・’○）
こ
の
よ
う
に
、
「
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド
」
制
度
や
「
無
名
」
性
は
前
景
化
さ
れ
、
「
公
平
」
に
「
新
人
」
を
発
掘
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
の
価
値
と
意
義
は
よ
り
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
「
文
芸
復
興
」
か
ら
七
五
年
以
上
経
つ
現
在
に
お
い
て
も
、
「
「
文
学
」
と
し
て
自
己
を
創
出
す
る
と
い
う
（Ⅱ）
自
己
回
路
的
な
構
造
」
が
機
能
し
続
け
る
「
芥
川
實
」
の
礎
は
、
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
の
波
乱
を
逆
に
利
用
す
る
よ
う
な
形
で
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る。こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
と
き
、
「
『
改
造
」
懸
賞
創
作
」
と
、
第
一
、
受
賞
者
で
あ
る
龍
胆
寺
雄
が
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
に
対
し
て
果
た
し
た
役
割
は
、
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
、
肝
心
の
「
『
改
造
」
懸
賞
創
作
」
は
、
第
一
節
で
見
た
「
円
本
ブ
ー
ム
」
の
反
動
に
加
え
、
大
（旧）
谷
藤
子
の
例
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
に
押
さ
れ
る
形
と
な
り
、
そ
の
影
響
力
を
下
落
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
龍
胆
寺
雄
自
身
も
不
安
定
な
位
置
に
立
っ
た
ま
ま
、
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
「
文
芸
復
興
」
期
、
文
壇
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
「
第
一
回
芥
川
龍
之
介
賞
」
決
定
後
、
落
選
し
た
太
宰
治
が
「
川
端
康
成
へ
」
（
「
文
藝
通
信
」
一
九
三
五
・
一
○
）
に
お
い
て
、
龍
胆
寺
の
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
に
劣
ら
ぬ
文
藝
春
秋
社
の
「
党
派
批
判
」
を
行
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
金
銭
関
係
」
の
せ
つ
な
さ
を
嗅
い
だ
」
、
「
刺
す
。
さ
う
も
思
っ
た。大悪党だと思った」、「菊池寛氏が、「まあ、それでもよかった。
無
難
で
よ
か
っ
た
。
」
と
に
こ
に
こ
笑
ひ
な
が
ら
ハ
ン
ケ
チ
で
顔
の
汗
を
拭
っ
て
ゐ
る
光
景
を
思
ふ
と
私
は
他
意
な
く
微
笑
む
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
苛
烈
な
文章である。
た
だ
し
、
龍
胆
寺
雄
と
は
異
な
り
、
太
宰
は
文
壇
の
表
舞
台
か
ら
消
え
去
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
時
期
に
飛
躍
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、
こ
の
太
宰
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
騒
動
始
末
の
際
に
も
用
い
ら
れ
た
「
文
藝
春
秋
』
の
姉
妹
誌
『
文
藝
通
信
」
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
編
集
者
は
、
龍
胆
寺
の
際
の
教
訓
を
ふ
ま
え
て
か
、
太
宰
の
批
判
的
な
文
章
を
敢
え
て
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
す
ぐ
さ
ま
川
端
康
成
（肥）
に
も
原
稿
を
依
頼
し
て
、
「
全
く
太
宰
氏
の
妄
想
で
あ
る
」
、
「
太
宰
氏
は
委
員
会
の
模
様
な
ど
知
ら
ぬ
と
云
ふ
か
も
し
れ
な
い
。
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
尚
更
根
も
葉
も
な
い
妄
想
や
邪
推
は
せ
ぬ
が
よ
い
」
と
い
う
反
論
も
掲
載
し
た
の
だ
（「太宰治氏へ芥川賞に就て」『文藝通信』一九三五・一一）。このよ
う
な
や
り
と
り
を
通
し
て
、
「
芥
川
賞
」
の
価
値
は
、
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
。
芥
川
賞
伝
説
は
、
太
宰
治
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
太
宰
の
奇
矯
な
言
動
が
、
芥
川
賞
の
名
誉
と
賞
金
を
、
実
際
以
上
に
拡
大
し
た
。
単
な
る
新
人
賞
で
な
く
、
も
っ
と
大
き
な
、
か
け
が
え
の
な
い
文
学
栄
誉
賞
に
ふ
く
ら
ま
せ
た
。
太
宰
は
芥
川
賞
を
広
め
た
第
一
の
功
労
者
で
あ
9０
る
。
（
出
久
根
達
郎
「
芥
川
賞
の
値
段
直
木
賞
作
家
が
選
ん
だ
「
芥
川
賞とっておきの話」」「文藝春秋』一九九五・九）
つ
ま
り
、
龍
胆
寺
の
「
党
派
批
判
」
を
通
し
て
、
「
芥
川
賞
」
を
よ
り
強
固
な
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
っ
た
文
藝
春
秋
社
は
、
そ
の
後
、
「
党
派
批
判
」
自
体
を
吸
収
し
、
賞
の
価
仙
を
高
め
る
術
を
も
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
太
宰
は
、
龍
胆
寺
の
よ
う
に
消
え
去
る
こ
と
も
な
く
、
「
第
一
回
芥
川
賞
」
の
最
終
候
補
に
残
っ
た
者
と
し
て
、
小
説
を
『
文
藝
春
秋
」
に
掲
載
す
る
機
会
（面）
を
与
え
ら
れ
、
資
格
が
な
い
第
一
二
回
の
「
芥
川
賞
」
の
候
補
に
も
強
く
推
さ
れ
る
な
ど
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
龍
胆
寺
雄
と
太
宰
治
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
新
人
賞
を
巡
る
対
照
性
を
、
作
家
の
「
個
性
」
や
「
才
能
」
だ
け
に
還
元
す
る
こ
と
な
く
、
背
景
の
動
向
を
見
据
え
る
こ
と
で
、
ま
た
新
た
な
文
学
状
況
の
流
れ
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
現
代
ま
で
強
い
影
響
力
を
持
ち
続
け
る
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
の
構
築
過
程
の
新
た
な
側
面
で
あ
り
、
一
九
三
五
年
前
後
の
作
家
が
文
学
賞
に
与
え
た
影
響
と
、
彼
ら
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
翻
弄
さ
れ
た
経
緯
で
あ
っ
た
。
結、「文芸復興」後の行方
太
宰
が
戦
後
に
「
無
頼
派
」
に
名
を
連
ね
「
斜
陽
」
Ｓ
新
潮
」
一
九
四
七
・
七
～
一
○
）
や
「
人
間
失
格
」
二
展
望
』
一
九
四
八
・
六
～
八
）
等
で
大
き
な
人
気
を
博
し
、
一
九
四
八
年
に
死
去
し
て
か
ら
、
既
に
六
○
年
以
上
経
過
し
た
。
生
誕
一
○
○
年
を
過
ぎ
た
今
日
で
も
、
彼
の
作
品
が
、
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
龍
胆
寺
雄
と
同
じ
「
新
興
芸
術
派
」
の
一
員
で
あ
り
、
太
宰
の
師
で
も
あ
っ
た
井
伏
鱒
二
も
、
一九一一一八年に「第六回直木三十五賞」（一九一一一七年下半期）を受賞
し
、
文
壇
に
お
け
る
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
、
戦
後
、
一
九
九
三
年
に
死
去
す
る
ま
で
、
息
の
長
い
活
躍
を
見
せ
て
い
っ
た
。
他
方
で
、
「
Ｍ
・
子
へ
の
遺
書
」
以
降
、
文
壇
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
龍
胆
寺
雄
も
、
そ
の
後
、
シ
ャ
ボ
テ
ン
研
究
を
生
業
と
し
て
い
く
が
、
ひ
っ
そ
り
と
文
学
活
動
も
続
け
て
い
た
。
一
九
四
四
年
に
は
、
そ
の
地
道
な
活
動
が
実
を結び、ついに、「第一八回直木三十五賞」（一九四三年下半期）の
候補となる。しかし、そこでも落選し、「直木賞錐衡経緯」において、
五
人
の
審
査
委
員
か
ら
一
言
も
作
品
の
存
在
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
今
日
で
は
、
龍
胆
寺
雄
が
、
四
四
年
に
「
直
木
賞
」
候
補
と
な
っ
て
い
た
事
実
も
、
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
彼
が
戦
後
に
官
能
小
説
作
家
と
し
て
、
再
出
発
を
画
策
し
て
い
た
事
実
に
至
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
て
も
い
な
い
。
こ
う
し
た
、
太
宰
・
井
伏
と
、
龍
胆
寺
と
の
対
照
的
な
末
路
を
、
本
論
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
作
家
と
し
て
の
「
才
能
」
の
違
い
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
も
有
用
な
手
段
で
あ
る
。
だ
が
、
作
家
個
人
の
「才能」や「個性」を一旦括弧でくくり、その背景に目を向けたとき、
多
岐
に
わ
た
る
文
学
状
況
に
、
長
い
期
間
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
力
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
決
し
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。
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注
（
１
）
平
浩
一
「
「
文
芸
復
興
」
と
〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
〉
の
命
脈
ｌ
龍
謄
寺
雄
「
Ｍ
手
への遺書」にみる文学史観の問題」（「日本近代文学」二○○九・二）。
（２）平野謙「昭和文学史」（一九六三・一二、筑摩叢書、初出Ⅱ「現代日本文
学全集別巻１」’九五九・四、筑摩書房）。
（３）初川はそれぞれ「虚構の春」（「文学界』’九三六・七）、「狂言の神」（「東
陽」一九三六・’○）、「創生記」（「新潮」’九一一一六・’○）。
（４）そのために、龍胆寺雄は三改造」創刊十周年記念懸賞創作」というよりも、
「
第
一
回
「
改
造
」
懸
賞
創
作
」
の
受
賞
者
と
い
う
形
で
、
現
在
で
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
二
改
造
」
懸
賞
創
作
」
に
つ
い
て
は
、
和
泉
司
が
「
日
本
統
治
期
台
湾
と
帝
国
の
〈
文
壇
〉
ｌ
〈
文
学
懸
賞
〉
が
つ
く
る
〈
日
本
語
文
学
）
」
（
二
○
一
二
・
二
、
ひ
つ
じ
書
房
）
に
お
い
て
、
詳
細
に
そ
の
流
れ
を
追
っ
て
お
り
、
〈
中
央
文
壇
〉
や
〈
懸
賞
作
家
〉
と
い
う
視
座
か
ら
の
分
析
は
示
唆
に
富
む
。
（
５
）
平
浩
一
「
企
図
さ
れ
る
「
文
芸
復
興
」
Ｉ
志
賀
直
哉
「
萬
暦
赤
絵
」
に
見
る
「
変
態
現象」」（「国文学研究」二○○五・六）参照。
（６）平浩一「量産を強いる時代１円本ブーム後の作家達」（「文藝と批評」二
○
○
一
・
一
二
参
照
。
（
７
）
龍
胆
寺
と
同
じ
く
「
新
興
芸
術
派
」
に
属
し
て
い
た
井
伏
鱒
二
は
、
文
壇
で
そ
れ
ほ
ど
知
名
度
を
得
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
、
「
新
進
作
家
」
と
し
て
再
登
場
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
詳
し
く
は
平
浩
一
。
ナ
ン
セ
ン
ス
」
を
巡
る
〈
戦
略〉ｌ井伏鱒二「仕事部屋」の秘匿と「山椒魚」の位置」二昭和文学研究」
二
○
○
七
・
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（８）他方で「直木三十五賞」は、「大衆文学」というジャンルの特性によって、
「
新
進
作
家
」
と
い
う
制
約
が
崩
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
太
宰
が
「第一回芥川實」候補になった三年後に、その師である井伏鱒二が「直木賞」
を
受
賞
す
る
と
い
う
現
象
な
ど
が
、
両
賞
の
対
象
者
の
相
違
を
象
徴
し
て
い
る
。
（９）「芥川賞の反響ｌ石川達三「蒼眠」の周辺」（「近代文学合同研究会論集
第１号」二○○四・一○）。
（皿）それぞれ、柄谷行人「近代日本の批評・昭和前期Ⅱ」ｓ季刊思潮」一九八
九二○）、東郷克美「文芸復興期の模索」（「時代別日本文学史事典現代編」
一九九七・五、東京堂出版）。
（Ⅱ）平浩一「企図される「文芸復興」」（前出）参照。
（ｕ）例えば、翌一九三五年の「新潮」誌上では、「既成作家の無力を非難する
人
々
が
あ
る
か
と
思
ふ
と
、
新
人
が
無
制
限
に
、
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
舞
台
に
採
用
さ
れ
る
の
を
、
厳
選
主
義
に
す
べ
き
で
あ
る
と
、
主
張
す
る
人
々
も
あ
る
」
と
い
う
指
摘
まで見られる（ＸＹＺ「スポットライト」「新潮」一九三五・九）。ここか
ら
も
、
一
九
三
四
年
中
頃
よ
り
「
文
芸
復
興
」
の
内
実
が
、
急
激
に
既
成
作
家
過
重
か
ら
新
人
作
家
発
掘
へ
と
転
換
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
（Ｂ）この時期に、「芥川龍之介賞」「直木三十五賞」設定の会議が何度も執り行
わ
れ
て
い
た
事
実
は
、
佐
佐
木
茂
索
や
永
井
龍
男
ら
が
述
懐
し
て
い
る
（
「
対
談
・
芥
川
賞の生れるまで」「文学界」一九五九・三）。
（
Ⅲ
）
副
田
賢
二
「
〈
作
家
権
〉
の
構
造
ｌ
昭
和
十
年
代
の
「
文
芸
春
秋
」
と
新
人
賞
を
め
ぐって」（「近代文学合同研究会論集第１号」前出）。
（旧）第二節で引用した「読売新聞」の記事でも指摘されているように、大谷藤
9２
研究Ⅳ』二○○九・六、和泉書院）。
（
Ⅳ
）
掲
載
さ
れ
た
小
説
は
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
（Ｍ）一九一一一五年一○月一一一日、妻・秀子から川端康成宛の書簡に「文藝通信にダ
ザ
イ
ナ
ニ
ガ
シ
の
返
事
で
も
、
又
他
何
ん
で
も
よ
ろ
し
く
お
気
が
向
き
ま
し
た
ら
、
四
五枚と言ってをられました」と、『文藝通信』の編集者から原稿依頼のあっ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
川
端
は
翌
日
に
「
太
宰
氏
の
文
章
読
ん
で
み
ま
す
か
ら
、
こ
ち
ら
へ
文
藝
通
信
お
送
り
く
だ
さ
い
」
と
、
編
集
者
宛
に
早
速
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
十
重
田
裕
一
「
一
九
三
五
年
の
川
端
康
成
と
太
宰
治
’
第
一
回
芥
川
賞
を
め
ぐ
る
応
酬
に
潜
む
も
の
」
に
詳
し
い
一
一
太
宰
治
眠
」
の
射
程
’
○二・一二）、
行
わ
れ
て
い
る
。
子
は
三
四
年
、
「
第
七
同
一
改
造
」
懸
賞
創
作
」
で
入
選
（
第
二
等
）
を
果
た
し
て
い
た
た
め
、
「
第
一
回
芥
川
賞
」
の
「
受
賞
候
補
推
薦
カ
ー
ド
」
が
届
け
ら
れ
、
「
新
進
作
家
」
た
る
資
格
が
剥
奪
さ
れ
た
。
そ
れ
が
い
か
に
歪
な
事
態
で
あ
っ
た
か
は
、
「
第
一
回
芥
川
賞」が発表された一一一ヶ月後の『中央公論』（一九三五・’二）を見ると明白
、
、
である。当該ロ万の「中央公論』では、「新人傑作集」という特集が組まれ、
大
谷
藤
子
の
小
説
「
血
縁
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
第
一
回
芥
川
賞
」
候
補
と
な
っ
た
高
見
順
や
外
村
繁
の
小
説
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
「
私
生
児
」
、
「ⅢとⅢ」）。さらに、大谷が人選した「第七回「改造」懸賞創作」で選外佳
作
（
第
一
一
等
）
に
と
ど
ま
っ
た
の
が
石
川
達
三
「
蒼
眠
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「
第
一
回芥川龍之介賞」と石川達一一一との関係については、松本和也「石川達三「蒼
眠
」
の
射
程
Ｉ
題
抗
の
一
九
三
○
年
代
一
面
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
」
二
○
○
二
・
一
二
）
、
原
卓
史
「
芥
川
賞
の
反
響
」
（
前
出
）
な
ど
で
、
示
唆
に
富
む
考
察
が
「ダス・ゲマイネ」（「文藝春秋』’九一一一五・’○）であっ
※
引
用
部
の
傍
線
・
傍
点
は
、
注
記
の
な
い
限
り
、
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
。
な
お
、
引
用
は
原
則
と
し
て
初
出
に
拠
り
、
旧
字
は
適
宜
新
字
に
あ
ら
た
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
た
○
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